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戦争の悲しみを忘れず、恒久平和を願う
～令和３年度東通村戦没者追悼式～

終戦から７６年目を迎え、第６８回東通村戦没者追悼式が１０月１４日、村体育館山手に建立

されている戦没者慰霊碑前で厳かに行われました。

追悼式は先の大戦で犠牲となった、二百余柱の戦死者の英霊を追悼するとともに、併せて、世

界の恒久平和を願い行っているものです。

式典では、参列者全員で黙祷を捧げた後、畑中稔朗村長、丹内俊範村議会議長の追悼のことば

後、川端孝悦村遺族会長が「戦争によって最愛の肉親を失った遺族にとって、癒されることのな

い悲しみは、言葉では語り尽くせないほど、深くつらいものでした。再び悲惨な戦禍を繰り返す

ことなく、世界の平和、命の大切さをしっかりと後世に受け継いでいくため、たゆまぬ努力を続

けますことを遺族一同ここにお誓い申し上げます」と追悼のことばを述べました。

このあと、参列者一人一人が二百余柱の英霊に白菊の献花を行い戦没者の冥福を祈り、平和を

誓いました。

畑中村長の追悼のことば 丹内村議会議長の追悼のことば 川端村遺族会長の献花

１０/９　東通ライオンズクラブが村内のゴミ拾いを行いました
東通ライオンズクラブ（川端考悦会長）

が企画し、東北・東京両電力会社の協力

のもと、役場庁舎から蒲野沢入口までの

区間をボランティアの一環としてゴミ拾

いを行いました。

当日は、３３名の方が集まり、道路脇

などに捨てられているペットボトルや空

き缶など、計６袋のゴミを拾いました。

１０月１７日に行われた、“青森県高等

学校男子・女子駅伝競走大会では、選手

たちが綺麗になったコースを気持ちよさ

そうに走っていました。ごみ拾いボランティアに参加した皆さん


